
旭
日
小
綬
章（
地
方
自
治
功
労
）

長
谷
川
和
治
さ
ん

元
長
門
市
議
会
議
員

75
歳
（
仙
崎
白
潟
３
区
）

平
成
18
年
秋
の
叙
勲
お
よ
び
褒
章

に
、
市
内
か
ら
５
人
の
方
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

旭
日
双
光
章
（
保
健
衛
生
功
労
）

杉
山
　
稔
さ
ん

元
（社）
長
門
市
歯
科
医
師
会
長

84
歳
（
東
深
川
湊
３
区
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

三
原
智
男
さ
ん

元
県
警
視

75
歳
（
西
深
川
板
持
４
区
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章
（
海
上
保
安
功
労
）

藤
岡
孝
策
さ
ん

元
海
上
保
安
官

83
歳
（
油
谷
新
別
名
・
新
別
名
）

黄
綬
褒
章
（
業
務
精
励
・
酒
造
業
）

南
野
清
美
さ
ん

杜
氏

72
歳
（
日
置
上
堀
田
）

長門市では、恵まれた自然を活かしながら、農林水産業と商工業、観光
を連携させた６次産業が栄えるまちづくりを進めています。こうした取り
組みを市民のみなさんにご理解いただき、6次産業の活性化を図ることを
目的に「６次産業が栄えるまちづくり講演会」を開催します。

1964年山口県生まれ。1988年東京大学
法学部卒業後、日本開発銀行（現日本政
策投資銀行）に入行。これまで国内市町
村の99.9％と海外53ヶ国を巡歴。まちづ
くりをテーマに年間400回近くの講演を
行う。内閣府・財務省・経済産業省・国
土交通省・文部科学省など国や行政機関
の委員を多数兼職。著書「団塊世代の定
年と日本経済」「実践！地域再生の経営戦
略」など。山口県周南市の出身で長門市
について大変詳しい先生です。

●日時　12月７日（木） 13：30～16：00
●場所　ルネッサながと　軽運動室
●講師　藻 谷

も た に

浩 介
こ う す け

●演題 「地域資源の活かし方」（仮題）
●入場料　無料（事前に電話による申し込みが必要です）

講師　藻 谷 浩 介

日本政策投資銀行 地域企画部 参事役
NPO法人 ComPus 地域経営支援ネットワーク理事

重
度
障
害
者
福
祉
手
当

市
で
は
、
心
身
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
人
を
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
障
害
者
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
重
度
障
害
者
福

祉
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
の
際
、
対
象
と
な
る
障
害
者

手
帳
、
認
印
、
振
込
み
を
希
望
さ
れ

る
口
座
の
通
帳
（
障
害
者
本
人
若
し

く
は
保
護
者
の
も
の
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。（
郵
便
貯
金
は
不
可
）

■
申
請
受
付
期
間

平
成
19
年
１
／
４
〜
３
月
末
日

■
申
請
受
付
場
所

市
役
所
本
庁
高
齢
障
害
課
障
害
福

祉
係
、
三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー
、
日

置
保
健
セ
ン
タ
ー
、
油
谷
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所

■
対
象
者
　

・
障
害
児

満
20
歳
未
満
の
人
で
身
体
障
害
者

手
帳
の
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
人
。

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
人

・
重
度
障
害
者

満
20
歳
以
上
の
人
で
身
体
障
害
者

手
帳
の
１
級
の
人
。
療
育
手
帳
の

Ａ
の
人
、
も
し
く
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
１
級
の
人
、
ま

た
は
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
も
し

く
は
３
級
の
人
で
、
療
育
手
帳
の

Ｂ
の
人
も
し
く
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
２
級
若
し
く
は
３

級
で
あ
る
人

・
そ
の
他
障
害
者

満
20
歳
以
上
の
人
で
身
体
障
害
者

手
帳
の
２
級
も
し
く
は
３
級
の
人
。

療
育
手
帳
の
Ｂ
の
人
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
２
級
も

し
く
は
３
級
の
人

■
受
給
資
格

当
該
年
度
の
３
月
１
日
に
長
門
市

の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
保

護
者
で
、
重
度
障
害
者
お
よ
び
そ

の
他
障
害
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該

障
害
者
等
本
人
が
非
課
税
世
帯

（
平
成
17
年
分
の
所
得
税
を
納
付

す
べ
き
人
が
い
な
い
世
帯
）
に
属

し
、
当
該
年
度
の
３
月
１
日
に
社

会
福
祉
施
設
に
入
所
ま
た
は
３
カ

月
以
上
の
入
院
を
し
て
い
な
い
人

■
手
当
の
額

福
祉
手
当
は
受
給
資
格
の
認
定

（
３
月
１
日
現
在
）
後
、
年
額
を

一
括
し
て
支
給
し
ま
す

・
障
害
児
（
１
人
に
つ
き
）

年
額
　
３
０
、
０
０
０
円

・
重
度
障
害
者
（
１
人
に
つ
き
）

年
額
　
１
５
、
０
０
０
円

・
そ
の
他
障
害
者
（
１
人
に
つ
き
）

年
額
　
　
５
、
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
係

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
に
向
け
た
市
民
懇
談
会

将
来
の
住
生
活
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
よ
う

市
で
は
、
新
市
の
快
適
な
住
宅
と

住
環
境
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
豊
か
な
住

生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、
そ
の

指
針
と
な
る
「
長
門
市
住
宅
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
市
民
懇
談
会
を
開
催

し
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
い
ま
す
。
多
く
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
12
／
10
（日）13：

30
〜
16：

00

■
会
場

物
産
観
光
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

■
対
象
　
長
門
市
民

※
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す

■
内
容

・
新
し
い
長
門
市
の
住
ま
い
と
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

新
し
い
長
門
市
の
住
ま
い
と
ま
ち

づ
く
り
の
現
状
と
課
題
を
紹
介

し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
考
え
る

問
題
点
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
す

・
将
来
の
豊
か
な
住
生
活
の
実
現
に

向
け
た
提
案

将
来
の
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成

や
住
宅
の
安
全
性
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
に
つ
い
て
提
案
し
て

い
た
だ
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　

管
理
係

平
成
19
年
成
人
式

平
成
19
年
の
成
人
式
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
19
年
１
／
３
（水）

受
付
10：

00
〜
　
式
典
10：

40
〜

■
会
場
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
対
象
者

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
長
門
市
に
在
住
の
人
、
ま
た
は

長
門
市
出
身
の
人
（
こ
こ
で
の
長

門
市
は
旧
長
門
市
お
よ
び
旧
大
津

郡
３
町
）

※
対
象
者
に
は
11
月
中
に
案
内
ハ
ガ

キ
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
届

い
て
い
な
い
場
合
は
社
会
教
育
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
内
容
　
式
典
、
記
念
行
事
、
写
真

撮
影

■
そ
の
他

・
成
人
者
の
家
族
等
、
関
係
者
も
観

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

・
欠
席
の
人
は
記
念
品
の
贈
呈
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　

社
会
教
育
係

香
月
泰
男
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞

絵
画
展
入
賞
者

第
９
回
香
月
泰
男
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞

絵
画
展
の
入
賞
者
が
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。
入
賞
・
入
選
し
た

作
品
100
点
は
、
香
月
泰
男
美
術
館
内

で
12
月
24
日
（日）
ま
で
展
示
し
て
い
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
大
賞

比
嘉
翔
太
（
萩
市
椿
西
小
３
年
）

廣
光
夢
子
（
光
市
光
井
中
２
年
）

■
金
賞

岡
田
　
稜
（
岡
山
市
南
輝
小
１
年
）

宮
本
翔
太
（
岩
国
市
本
郷
中
２
年
）

■
銀
賞

藤
井
海
舟
（
山
大
附
属
光
小
２
年
）

藤
田
絢
子
（
深
川
小
２
年
）

副
田
大
貴
（
下
関
市
生
野
小
４
年
）

白
澤
誠
史
（
日
置
中
１
年
）

■
銅
賞

那
須
日
和

（
北
九
州
市
星
ヶ
丘
小
１
年
）

藏
増
泰
生
（
防
府
市
牟
礼
小
３
年
）

田
代
絢
子（周

南
市
富
田
東
小
４
年
）

中
野
麻
美
（
油
谷
小
５
年
）

中
野
伸
彦
（
明
倫
小
５
年
）

藤
森
貴
子
（
下
松
市
公
集
小
６
年
）

■
問
い
合
わ
せ

香
月
泰
男
美
術
館



観
光
地
環
境
美
化
事
業

補
助
制
度

市
で
は
、
各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ

等
が
観
光
地
整
備
ま
た
は
環
境
美
化

の
た
め
に
行
う
事
業
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

花
木
な
ど
の
植
栽
・
管
理
、
花
壇

等
の
造
成
を
実
施
・
計
画
し
て
い
る

団
体
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額

事
業
費
（
運
搬
等
諸
経

費
を
含
む
）
の
１
／
３
に
相
当
す

る
額
以
内

■
申
込
期
限

平
成
19
年
１
／
15
（月）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
観
光
振
興
係

第
28
回
新
春
初
歩
き
大
会

■
日
時
　
１
／
１
（月）

６：

30
〜

■
集
合
場
所

青
海
島
高
山
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

駐
車
場

■
目
的
地
　
高
山
（
仙
崎
青
海
）

■
持
参
物

「
ぞ
う
に
」
用
も
ち
１
個

■
申
込
期
限
　
12
／
25
（月）

※
当
日
参
加
も
可

■
そ
の
他

・
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

・
教
育
委
員
会
三
隅
事
務
所
も
新
春

初
歩
き
大
会
を
予
定

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　

体
育
係

平
成
19
年
度

保
育
園
新
入
園
児
募
集

平
成
19
年
４
月
１
日
入
所
予
定
の

０
歳
（
原
則
７
カ
月
以
上
）
か
ら
５

歳
ま
で
の
保
育
園
児
を
募
集
し
ま

す
。
平
成
19
年
度
か
ら
、
西
深
川
の

み
の
り
ロ
ー
ド
沿
い
に
建
設
し
て
い

ま
す
『
み
の
り
保
育
園
』
が
開
園
し

ま
す
。
乳
児
保
育
・
延
長
保
育

（
７：

00
〜
19：

00
の
開
園
時
間
を

予
定
）
・
一
時
保
育
な
ど
の
保
育
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
を
設
け
て
食
育
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
、
地
域
の
子
育
て
家

庭
の
育
児
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
西
深
川
保
育

園
と
向
陽
保
育
園
は
平
成
18
年
度
を

も
ち
ま
し
て
廃
園
と
な
り
ま
す
。

■
入
所
受
入
年
齢

・
０
歳
児
（
原
則
７
ヵ
月
以
上
）
〜

通
保
育
園
、
東
深
川
保
育
園
、
み

の
り
保
育
園
、
三
隅
保
育
園
、
み

す
ゞ
保
育
園

・
１
歳
児
〜
　
そ
の
他
の
保
育
園

※
年
齢
は
入
所
月
初
日
の
年
齢

■
入
所
で
き
る
基
準

・
親
、
同
居
の
祖
父
母
等
が
昼
間
自

宅
外
で
仕
事
に
従
事
し
、
保
育
が

で
き
な
い
場
合

・
親
、
同
居
の
祖
父
母
等
が
昼
間
自

平
成
19
年
度
宗
頭
幼
稚
園

新
入
園
児
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お

り
平
成
19
年
４
月
１
日
入
所
予
定
の

長
門
市
立
宗
頭
幼
稚
園
の
新
入
園
児

を
募
集
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
教

育
委
員
会
、
宗
頭
幼
稚
園
に
備
え
付

け
の
入
園
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
長
門
市
内
に
居
住
し
、
平

成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
満
３
歳

に
達
す
る
幼
児
（
平
成
15
年
４
月

２
日
〜
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
か
ら
、
小
学
校
就
学
の
始
期

に
達
す
る
ま
で
の
幼
児

※
年
度
途
中
に
満
３
歳
に
達
す
る
幼

児
等
に
つ
い
て
は
途
中
入
園
も
で

き
ま
す

■
申
込
受
付
期
間

12
／
１
（金）
〜
20
（水）９：

00
〜
16：

00

※
土
、
日
は
除
く

■
申
込
受
付
場
所

・
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

・
宗
頭
幼
稚
園

■
宗
頭
幼
稚
園
の
概
要
　

・
場
所
　
長
門
市
三
隅
上
宗
頭

・
定
員
　
80
人

・
入
園
料
（
園
児
１
人
に
つ
き
）

１
、
０
０
０
円

・
保
育
料
（
園
児
１
人
に
つ
き
）

月
額
　
５
、
２
０
０
円

（
免
除
制
度
あ
り
）

※
給
食
費
・
教
材
費
等
に
つ
い
て
は

別
途
徴
収
し
ま
す

・
教
育
・
保
育
時
間８：

30
〜
15：

00

・
休
業
日
　
公
立
学
校
に
準
ず
る
　

■
問
い
合
わ
せ
　

学
事
係

宗
頭
幼
稚
園
　
TEL
43
‐
０
２
４
２

年
末
年
始
の

交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
10
日
（日）
か
ら
１
月
３
日
（水）
ま

で
、
年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。年
末
年
始
は
、

慌
た
だ
し
さ
が
増
す
と
と
も
に
、
帰

省
や
レ
ジ
ャ
ー
に
伴
い
、
交
通
量
が

増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
忘
年
会
や
新

年
会
等
の
飲
食
の
機
会
も
多
く
な
る

第
53
回
市
民
駅
伝

参
加
チ
ー
ム
募
集

■
日
時
　
１
／
28
（日）

雨
天
決
行

開
会
式
　
８：

30
〜

■
場
所

市
役
所
南
側
駐
車
場
（
開
会
式
）

■
部
門
／
参
加
資
格
　

・
競
技
は
、
一
般
１
〜
３
部
、
高
校

男
子
、
中
学
生
男
子
、
一
般
女
子
、

中
学
校
・
高
校
女
子
、
小
学
生
の

部
門
に
分
け
る

・
一
般
の
部
は
、
市
内
に
居
住
ま
た

は
市
内
在
職
の
社
会
人
と
す
る
。

（
中
・
高
校
生
の
参
加
は
２
名
ま

で
）
体
育
協
会
加
盟
登
録
チ
ー
ム

で
出
場
す
る
場
合
に
限
り
市
外
者

街

頭

献

血

10
月
か
ら
、
献
血
者
に
お
渡
し
す

る
「
献
血
手
帳
」
が
磁
気
カ
ー
ド
の

「
献
血
カ
ー
ド
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

輸
血
用
血
液
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
、
献
血
時
の
本
人
確
認
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
瞬
時
に
読
み
取
り
が

で
き
る
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ
っ
て
身

元
確
認
が
ス
ム
ー
ズ
に
、
ま
た
、
厳

格
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
日
時
／
場
所

12
／
14
（木）

・
９：

30
〜
12：

00

水
産
高
校

・
14：

00
〜
16：

00

Ｊ
Ａ
長
門
大
津
本
所

12
／
18
（月）

・
９：

30
〜
11：

00三
隅
総
合
支
所

・
12：

30
〜
16：

00

山
口
福
祉
専
門
学
校

12
／
22
（金）

・
９：

30
〜
12：

00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
13：

30
〜
16：

00油
谷
総
合
支
所

■
そ
の
他

・
200
ml
、
400
ml
献
血
を
行
い
ま
す

・
献
血
手
帳
（
カ
ー
ド
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
係

償
却
資
産
の
申
告
を

地
方
税
法
に
よ
り
固
定
資
産
（
償

却
資
産
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

１
月
１
日
が
基
準
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
所
有
者
は
、
１
月
31
日
（水）
ま
で

に
所
在
す
る
市
町
村
の
税
務
課
へ
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
船
舶

は
別
途
通
知
し
ま
す
。

申
告
書
の
必
要
な
人
や
申
告
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
税
務
課
固
定
資
産

税
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
償
却
資
産
と
は
　
土
地
お
よ
び
家

屋
以
外
の
事
業
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
資
産
を
い
い
、構
築
物
、

機
械
お
よ
び
装
置
、
船
舶
、
工
具
、

器
具
、
備
品
な
ど
で
す

※
例
　
レ
ジ
ス
タ
ー
、
業
務
用
冷
蔵

庫
、
事
業
用
の
パ
ソ
コ
ン

■
問
い
合
わ
せ
　

固
定
資
産
税
係

宅
内
で
子
と
離
れ
て
、
日
常
の
家

事
以
外
の
仕
事
に
従
事
し
、
保
育

が
で
き
な
い
場
合

・
母
親
が
出
産
の
前
後
で
保
育
で
き

な
い
場
合

・
親
が
病
気
ま
た
は
心
身
に
障
害
が

あ
り
保
育
で
き
な
い
場
合

・
親
が
家
庭
内
で
、
長
期
に
介
護
を

要
す
る
親
族
の
た
め
そ
の
介
護
に

あ
た
り
保
育
で
き
な
い
場
合

・
災
害
に
よ
り
保
育
で
き
な
い
場
合

■
入
所
人
員

■
申
込
方
法

本
庁
地
域
福
祉
課
、

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー
、
日
置
保
健

セ
ン
タ
ー
、
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
各
保
育
園
に
備
え
付

け
の
入
所
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
就
労
証
明
書
な
ど
の
入

所
の
理
由
と
な
る
証
明
書
類
を
添

付
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
そ
の
他

・
入
所
申
し
込
み
に
あ
た
り
、
各
保

育
園
を
見
学
さ
れ
た
い
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い

・
在
園
児
は
各
保
育
園
を
通
じ
て
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　

児
童
福
祉
係

こ
と
か
ら
、
死
亡
事
故
等
の
重
大
事

故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
長
門
市
内
で

は
、
10
月
か
ら
交
通
死
亡
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
県
民
一
人
ひ
と
り

の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
心
が
け
、
交
通
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
重
点
目
標

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
早
朝
・
薄
暮
時
の
交
通
事
故
防
止

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

■
問
い
合
わ
せ
　

地
域
安
全
係

※
宇
津
賀
保
育
園
は
現
在
入
所
児
童

が
い
な
い
た
め
休
園
し
て
い
ま
す

■
申
込
受
付
期
間

12
／
４
（月）
〜
22
（金）

※
閉
庁
日
、
閉
園
日
は
除
く

の
出
場
を
認
め
る

・
高
校
の
部
は
、
市
内
に
居
住
ま
た

は
市
内
の
高
校
に
在
学
の
高
校
生

と
す
る

・
小
学
生
の
部
は
、
３
年
生
以
上
と

す
る
（
男
女
混
合
可
）。
３
年
生

の
出
場
は
1.5
㎞
以
内
の
区
間（
１
、

３
、
４
区
）
の
区
間
に
限
る

■
編
成
　
監
督
１
人
、
選
手
６
人
、

補
員
２
人
、
計
９
人

■
参
加
料
　
　
１
、
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
の
チ
ー
ム
は
除
く
）

■
申
込
方
法
　
申
込
書
、
参
加
料
、

保
険
料
（
希
望
チ
ー
ム
の
み
）
を

添
え
て
、
12
／
25
（月）
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

■
監
督
会
議
　
１
／
23
（火）

※
欠
席
チ
ー
ム
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　

体
育
係



テ
ィ
バ
ル
』、
そ
し
て
『
能
・
狂
言
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
と
『
地
芝
居
の
祭
典
』

の
四
つ
の
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
ど
の
事
業
も
実
行
委
員
会
や
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
大
成
功
の

も
と
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

仙
崎
み
す
ゞ
通
り
一
帯
で
開
催
さ
れ

た
『
み
す
ゞ
夢
空
間
〜
仙
崎
ま
ち
な
み

フ
ェ
ス
タ
』
の
「
ま
ち
な
み
空
間
」
や

「
か
ん
げ
き
空
間
」
で
は
連
日
多
く
の

人
々
が
、
市
民
手
づ
く
り
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
や
イ
ベ
ン
ト
で
構
成
さ
れ
た
『
み

す
ゞ
の
世
界
』
に
感
動
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
の
『
全
国
棚
田
写
真

展
』
で
は
、
私
た
ち
自
慢
の
油
谷
地
区

の
棚
田
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
美
し
い

日
本
の
原
風
景
が
存
在
す
る
こ
と
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
、『
棚
田
H
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｙ

ま
つ
り
』
は
旧
文
洋
小
学
校
に
久
々
の

賑
わ
い
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
は
、
伝
統
芸
能

の
世
界
が
醸
し
出
す
独
特
の
雰
囲
気
の

中
、
一
流
の
能
樂
師
に
よ
る
模
範
演
能

が
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
日
の
た
め
に
稽
古
を

積
ん
で
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
力
い
っ
ぱ

い
の
演
技
を
披
露
し
て
く
れ
た
、
俵
山

小
・
中
学
校
の
「
子
ど
も
歌
舞
伎
」
は
、

新
鮮
で
み
ず
み
ず
し
い
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
俵
山
女
歌
舞
伎
の
『
釣

女
』
は
、
そ
の
円
熟
し
た
演
技
が
全
国

各
地
の
地
芝
居
関
係
者
か
ら
絶
賛
さ
れ

国 民 文 化 祭

「
第
21
回
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
２

０
０
６
」が
11
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
、

県
内
全
域
で
開
催
さ
れ
、
山
口
市
阿
知

須
の
き
ら
ら
ド
ー
ム
で
は
、
皇
太
子
殿

下
ご
臨
席
の
も
と
に
盛
大
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
は
、
本
市

出
身
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
、
藤
田
卓
也
さ

ん
の
国
歌
斉
唱
で
幕
を
開
け
、
金
子
み

す
ゞ
も
登
場
す
る
歴
史
ロ
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
『
燦
め
き
の
地
や
ま
ぐ
ち
二
千

年
』
で
は
、
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
皆
さ
ん
も
出
演
し
、
長
門
市
が
目

立
っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
あ
り
ま
し
た
。

本
市
で
は
『
み
す
ゞ
夢
空
間
〜
仙
崎

ま
ち
な
み
フ
ェ
ス
タ
』、『
棚
田
フ
ェ
ス

■三隅総合支所（２階会議室）
１月10日（水）9：00～11：30
■日置総合支所（市民相談室）
１月16日（火）9：00～11：30
■油谷総合支所（２階応接室）
１月25日（木）9：00～11：30
■ 長門市役所本庁３階会議室（中）
１月31日（水）9：00～11：30
12月の「こんにちは市長室」は議会や行

事等により休止します。
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

ま
し
た
。

長
い
準
備
期
間
を
思
え
ば
、
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
国
民
文

化
祭
で
し
た
が
、
市
民
の
力
の
結
集
と

ア
イ
デ
ア
が
光
っ
た
私
た
ち
の
国
文
祭

で
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
子
ど
も

た
ち
が
輝
い
て
い
た
、
そ
の
こ
と
が
よ

り
感
動
を
生
ん
だ
国
文
祭
で
し
た
。

仙
崎
極
楽
寺
で
行
わ
れ
た
「
み
す
ゞ

夢
空
間
」
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
全
員
が
流
し
た
感
激
の
涙
に

私
は
強
い
「
長
門
市
民
力
」
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
伝
統
文
化
を
守

り
、
育
て
、
創
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
…
。

省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う

経
済
産
業
省
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
が
増
大
す
る
冬
季
に
向
け
て
、

暖
房
中
の
室
温
20
℃
の
徹
底
を
は
じ

め
と
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

冬
の
省
エ
ネ

・
暖
房
は
、
室
温
20
℃
を
目
安
に
温

度
調
節
を
し
ま
し
ょ
う

・
暖
房
機
器
は
、
不
必
要
な
つ
け
っ

ぱ
な
し
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う

生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

・
冷
蔵
庫
は
壁
か
ら
適
切
な
間
隔
を

あ
け
て
設
置
し
ま
し
ょ
う

・
電
気
、
ガ
ス
、
石
油
機
器
な
ど
を

買
う
と
き
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ

イ
プ
の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う

・
部
屋
の
照
明
器
具
を
購
入
す
る
と

き
は
、
省
エ
ネ
型
の
電
球
型
蛍
光

ラ
ン
プ
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

・
家
族
が
同
じ
部
屋
で
団
ら
ん
し
、

暖
房
と
照
明
の
利
用
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う

・
買
い
物
袋
を
持
ち
歩
き
、
省
包
装

の
野
菜
を
選
び
ま
し
ょ
う

・
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
ま
し
ょ
う

こ
ま
め
に
省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う

・
冷
蔵
庫
の
庫
内
は
季
節
に
あ
わ
せ

放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
で
は
、
平
成
19
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
学
び

た
い
科
目
を
１
科
目
か
ら
自
宅
に
い

な
が
ら
テ
レ
ビ
で
学
べ
る
通
信
制
の

大
学
で
す
。
各
種
資
格
取
得
の
た
め

の
科
目
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

・
教
養
学
部

全
科
履
修
生
（
学
士
取
得
）、
選

科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）、
科

目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
）

・
大
学
院

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
）、

修
士
科
目
生
（
半
年
間
在
学
）

■
出
願
期
間
　
12
／
15
（金）
〜

平
成
19
年
２
／
15
（木）

■
問
い
合
わ
せ

〒
756
‐
0884
山
陽
小
野
田
市

大
学
通
１
‐
１
‐
１

山
口
東
京
理
科
大
学
構
内

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
６
‐
８
８
‐
３
０
２
０

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.u
-a
ir.a
c
.jp

年
末
年
始
の

し
尿
収
集
業
務
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
し
尿
収
集
業
務
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
年
末
は
申
し
込

み
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

長
門
・
日
置
・
油
谷
地
区

■
休
業
期
間

12
／
31
（日）
〜
１
／
７
（日）

■
年
内
の
汲
み
取
り
申
込
期
限

12
／
20
（水）

■
し
尿
収
集
業
務

（有）
長
門
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

TEL
26
‐
２
７
５
２

油
谷
営
業
所

TEL
32
‐
２
３
４
５

三
隅
地
区

■
休
業
期
間

12
／
30
（土）
〜
１
／
８
（月）

■
年
内
の
汲
み
取
り
申
込
期
限

申
込
期
限
な
し

■
し
尿
収
集
業
務

（有）
馬
場
ク
リ
ー
ンTEL

43
‐
０
３
０
３

※
市
役
所
窓
口
、
清
掃
工
場
な
ど
の

年
末
年
始
の
業
務
は
、
広
報
12
／

15
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

年
末
年
始
の

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
事
務

県
庁
内
の
旅
券
セ
ン
タ
ー
で
12
月

21
日
（木）
ま
で
に
申
請
し
た
人
は
、
年

内
に
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
年
末
年
始
旅
券
の
窓
口
業
務

（
申
請
受
理
・
交
付
）
実
施
日

・
年
末

平
成
18
年
12
月
28
日
（木）
で
終
了

・
年
始

平
成
19
年
１
月
４
日
（木）
か
ら
開
始

■
旅
券
発
給
の
特
例
（
緊
急
発
給
）

年
末
年
始
の
窓
口
休
業
日
に
緊
急

事
態
（
人
道
的
ケ
ー
ス
に
限
る
）
に

よ
り
、
旅
券
を
必
要
と
す
る
場
合

は
、
県
庁
守
衛
室
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
緊
急
発
給
は
県

庁
の
み
で
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん

■
県
庁
守
衛
室
直
通
電
話

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
２
３
４

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
地
域
振
興
部

国
際
課
旅
券
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
３
５
２

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

海
外
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
援
助

の
手
を
差
し
延
べ
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外

た
す
け
あ
い
」
を
12
月
１
日
（金）
か
ら

25
日
（月）
ま
で
の
間
実
施
し
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
世
界
各

地
で
多
発
す
る
自
然
災
害
や
紛
争
等

に
よ
る
犠
牲
者
の
緊
急
援
助
、
開
発

途
上
国
赤
十
字
社
の
行
う
保
健
衛

生
・
災
害
対
策
事
業
お
よ
び
青
少
年

の
教
育
支
援
事
業
等
の
開
発
協
力
に

役
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

義
援
金
窓
口
は
、
郵
便
局
、
取
扱

表
示
の
あ
る
金
融
機
関
、
農
業
協
同

組
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
各
放
送
局
、
日
本
赤

十
字
社
（
支
部
、
病
院
、
血
液
セ
ン

タ
ー
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

TEL
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
１
０
２

て
温
度
調
節
を
行
い
、
も
の
を
詰

め
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
整
理
整

頓
し
ま
し
ょ
う

・
電
気
ポ
ッ
ト
な
ど
の
電
気
製
品
を

長
時
間
使
わ
な
い
時
に
は
、
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

・
煮
物
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
は
電
子

レ
ン
ジ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

・
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
た

ま
ま
、
他
の
用
事
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

・
シ
ャ
ワ
ー
は
お
湯
を
流
し
っ
ぱ
な

し
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
お
風
呂
は
間
隔
を
お
か
ず
に
入
る

よ
う
に
し
て
、
追
い
焚
き
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
外
出
時
は
、
で
き
る
だ
け
車
に
乗

ら
ず
、
電
車
・
バ
ス
な
ど
公
共
交

通
機
関
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

・
車
の
運
転
の
際
に
は
、
経
済
速
度

を
心
が
け
、
急
発
進
、
急
加
速
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
適
正
に
保
つ

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
で
き
る
限
り
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ

中
国
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
環
境
広
報
推
進
室

TEL
０
８
２
‐
２
２
４
‐
５
７
４
１

パ
ー
ト
労
働
１
日
相
談
会

山
口
労
働
局
で
は
、
パ
ー
ト
で
働

い
て
い
る
人
、
パ
ー
ト
で
働
く
こ
と

を
考
え
て
い
る
人
、
事
業
主
か
ら

「
パ
ー
ト
で
働
く
こ
と
」
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
「
パ
ー

ト
労
働
１
日
相
談
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

近
年
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は

著
し
く
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
一
般
の
労
働
者

と
異
な
り
労
働
法
制
が
適
用
さ
れ
な

い
と
い
う
誤
解
が
一
部
に
あ
る
な

ど
、
そ
の
雇
用
管
理
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
12
／
６
（水）

・
電
話
相
談
　
８：

30
〜
19：

00

TEL
０
１
２
０
‐
３
３
０
‐
４
６
７

・
面
接
相
談
　
８：

30
〜
17：

00

会
場
　
山
口
地
方
合
同
庁
舎
１
号

館
１
階
共
用
会
議
室
（
山
口
市
中

河
原
町
６
‐
16
）

■
対
象

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、

事
業
主
等

■
相
談
内
容

・
賃
金
、
年
次
有
給
休
暇
、
時
間
外

労
働
な
ど
労
働
条
件
全
般

・
解
雇
に
関
す
る
こ
と

・
正
社
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
た
処

遇
な
ど
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
・

指
針
に
関
す
る
こ
と

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

男
女
の
雇
用
機
会
均
等
に
関
す
る

こ
と

・
育
児
休
業
・
介
護
休
業
の
取
得
に

関
す
る
こ
と

・
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
に
関
す
る

こ
と

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
関
係
助
成

金
、
社
会
保
険
・
税
金
に
関
す
る

こ
と

■
問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局
雇
用
均
等
室

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
９
０


